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第４回甲状腺検査評価部会　資料５



第19回甲状腺検査評価部会（2022.8.1）の議論では 
「過剰診断」と「スクリーニング効果」の２択に変化

福島県において 18 歳以 下の甲状腺がんが 100 人を超えて診断されている
現状は基本的には何らかの要因に基づく 過剰発生が起こっているか、将来
的に臨床診断されたり死に結びついたりすることがない、 いわゆるがんを
多数、過剰診断ですね、いずれかで考えないといけないんではないかなと。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         議事録 P24 

2014年11月11日　第4回甲状腺検査評価部会

この時は「過剰発生」「過剰診断」の２択だった
（放射線の影響）

第4回甲状腺評価部会



報告されない枠外症例



それから、当然、それとはまた別に、今回の県民健康調査甲
状腺検査を受けた人が、その後甲状腺がんが診断されたかど
うかということが保険(診療)に行ったときにそれがカウント
されない。おそらく福島県立医大の先生たちはこの症例を除
外して論文は書かないと思うんですね。とても国際的、科学
的な論文として受理されるとは、そこを抜かしてそんな論文
は書けないと思うので、 当然そこは把握するんだと思いま
す。それは当然、我々とも共有していただき たいというふう
には思います。 

第27回検討委員会　2017.6.5 　議事録　P47



2023.3.20　確定版が出ている検査4回目までの受診率



検査受診率の推移

2次検査の受診率から考えるとこれ以上は増加しないも

のと考え、今回４巡目検査の確定版とした。保険診療を

受けている方もいるし、必ずしも全員が受診するわけで

はない。（令和5年3月20日第20回甲状腺評価部会）



第47回検討委員会での最新データ

2022.9.30 現在 のデータ

(+6) (+10) (+10) (+10)

（）内の数字は、前回からの増加分



３巡目

１巡目 ２巡目

４巡目
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事故当時5歳以下の症例が増えてきて、 
検査の回が進む中で若年層に増えている



本格検査４（検査5回目）



事故時6歳以下の症例数（人）

（年齢）

合計36名



診断時　15歳以下の人数

8歳　　1名 
9歳　　2名
10歳　  1名
11歳　  8名     

12歳　12名
13歳　18名
14歳　16名
15歳　31名　　合計89名
　　　　　　　　29.5%

（人）

（年齢）



腫瘍径３０mm以上　合計１３例


